
２歳で全盲になり、滋賀県立盲学校で小学部を過ごし、10 歳で水泳を始めました。

筑波大学附属盲学校に進学し、高等部在学中に北京パラリンピックに出場しました。

日本大学に進学し、４年生でロンドンパラリンピックに出場。銀メダルと銅メダルを

獲得しました。リオパラリンピックでも銀メダル 2個・銅メダル２個でしたが、金メ

ダルが取れなかったため、2018年には単身でアメリカに渡ってトレーニングを行い

ました。そして、ついには東京パラリンピックで、100m バタフライで金メダル、

100m 平泳ぎで銀メダルを取り、一躍有名になりました。 

単身での渡米は、「言葉も目も不自由で思い通りにいかないことだらけ。食事は大学

の学食でジャンクフード中心。おまけに他国での試合や日本への一時帰国がしょっち

ゅう必要で、時差に振り回されて自律神経はぐっちゃぐちゃだった」「米国で生活して

いると、障害があることが大したことないように感じる。どこへ行っても車いすで使

用できるトイレや更衣室がある。お世話になった学生寮はかつて視覚障害を受け入れ

た経験がなかったが、至る所に点字の表記が施されていた。まるでどこにでも障害者

が存在するかのように思える」など、何事にも前向きです。チャレンジ精神旺盛の様

子は「闇を泳ぐ～全盲スイマー、自分を超えて世界に挑む。～」の著書にも書かれて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のテーマは？？？ 

昨年度のアイ・あいだよりのテーマを覚えていますか？ 

「ヤンキー君と白杖ガール」から、「視覚障害って？」「白杖って？」「クロック・ポジション」「ユ

ニバーサルデザイン」「支援機器」「進路・就労」等についてお伝えしてきました。 

今年度は、新聞記事やコラム、研修会や講演会などで気になった情報について、色々お伝えでき

ればと思います。作成者の興味による偏りがあるかもしれませんが、どうぞご容赦を。 

最近は、視覚障害者の活躍、IPS 細胞による網膜再生、視覚障害者にも運転できる自動車の開発、

ICT 機器を始めとする便利な機械などの記事を目にすることが増えてきました。 

 

さて、今月のトップバッターです。皆さんは「広瀬浩二郎さん」をご存じでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は「木村敬一さん」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、本校の卒業生にも活躍している人がたくさんおられます。 

＜時田直也さん（バリトン歌手）＞ 

 本校を卒業後、大阪府立盲学校専攻科音楽科に進み、大阪音楽大学で勉強されたプロのバリトン

歌手です。国内外でコンサート活動をされておられます。ずっと以前には、本校に来ていただいて、

その歌声を聞かせていただいたこともありました。YouTubeで、時田さんの歌声を聞くこともで

きますよ。 

＜濱田祐太郎さん（お笑いタレント）＞ 

 本校であんま・鍼・灸の勉強をして資格を取り、マッサージのアルバイトをしたあと、吉本総合

芸能学院に入学。2018 年の「R-1ぐらんぷり」で優勝し、一躍有名になりました。彼のネタには、

本校在籍時の内容もよく出てきます。 

＜福島智さん（東京大学教授）＞ 

9歳で失明し、小４～中 3 まで本校に在籍していました。その後、聴覚も失い、盲聾者になりま

したが、母親が考案した「指点字」で、コミュニケーションを図りました。現在は、東京大学先端

科学技術研究センター教授です。「さとし わかるか」は、母令子さんの著書です 

＜その他＞ 

 本校教職員の中にも、パラリンピック出場者やメダリストがいるんですよ‼誰でしょう？ 

（注：学校名は当時のまま表記してあります） 

５月号 
だより 

 

 

 

令和５年度    兵庫県立視覚特別支援学校   支援部 

弱視から全盲になり、中学校から盲学校で学ぶようになった方で、京都大学に進み、

見えない人の職業集団である「琵琶法師」「瞽女（ごぜ：女性の盲人芸能者を意味する歴

史的名称）」の研究をされたそうです。 

現在は、国立民族学博物館民族文化研究部准教授で、「博物館は視覚障害者から一番縁

遠い場所だ」と感じていたため、「博物館を楽しみたい」と、「さわる文字、さわる世界

(2006 年)」を開催。2012年には、常設の展示コーナーを設け、いつでも展示や資料

に触る体験ができるようにしました。2016 年には、兵庫県立美術館で「無視覚流鑑賞

の極意」と題して、来館者は入口からアイマスクを着用する展示会を開催されました。

さらに、20年にわたる研究の集大成として、2020年秋に大規模展覧会「ユニバーサ

ル・ミュージアム―さわる！“触”の大博覧会」という、視覚に頼る健常者の鑑賞を「見

る」から「さわる」へと変える取り組みを企画しました。 

広瀬さんの「平等とはマジョリティと同じになるということではない。違いを認めて

“対等”につきあうこと」という言葉は印象的です。 

 書籍も「世界はさわらないとわからない」「さわる文化への招待～触覚でみる手学問の

すすめ～」「それでも僕たちは“濃厚接触”を続ける」等多数あります。 
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